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2011年 3月 11日 の東日本大震災の影響で、心待ちにし

ていた 5月の訪日団がキャンセルとなりました。今年度は文通

相手に会えるチャンスがな<なりましたが、4月 に送られてき

た中国の子どもたちからの手紙には、「大丈夫ですか」、「ぼく

たちがついているよ」と、心からのお見舞いのメッセージが書

かれていました。今年度は日本、中国とも合計で 1,000名を

超える子どもたちが文通に参加しました。翻訳担当は、今年度

より新たに中国の大連外国語学院日本語学院の日本語科で通

訳翻訳コースを専攻している大学院生や大学生の学生たち 75
名が、子どもたちの手紙の翻訳ボランティアをしてくれていま

す。また9月には、文通相手の旅順について話をしてもらいた

いと、東京都目黒区立鷹番小学校から本後援会に依頼があり、

6年生傘員に向けてお話しする機会をいただきました。子ども

たちからはその後お礼の手紙とともに、一人ひとりが調査研究

して作つた「中国壁新聞」をいただきました。どうも有難うご

ざいました。本後援会の文通活動をきっかけとして、いろいろ

な活動に発展していくことを願っています。◇

3.教養
3.高尚

日本と中国の子どもた

り、反情を深め一層の日

しています。

去年原定 5月 成行的旅順ブL童坊 日代表囲,由 千受到

2011年 3月 11日 友生的日本本部地区大地震的影的,最
終没有成行,也失去了与宅友兄面的机会,非常令人遺憾。

但是,彼多中国小朋友在 4月 分由6寄来的信件中,向 日本

小朋友特速了担心之意和衷心的同候,同吋表示悦我↑]永

逓支持体↑]。 去年,中 日両国共有超辻 1000名 的核子有]

参加了通信活劫。我↑]委托大連外国悟学院日本悟学院高

象翻洋青並的 75名本科生和研究生担任了信件的翻澤工

作。他↑]作力志尽者,彼好地完成了翻澤工作。去年 9月 ,

木京都 目黒区鷹番小学向后援会友出遂情,希望我イ|]能修

介幻一下旅順的情況,千是我r]給六年坂全体学生倣了介

編。后来同学↑]給我布]友来了感謝信,述有他付]毎今人凋

査制作的有夫中国的小扱。非常感斑給予我イ|]大力支持的

中国両国的学校、老りT以及同学込有志尽者↑]。 后援会希

望通辻宅友交流活功逃一歩推劫后援会各項工作的友展。
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   あ出 后氾

今号は各学校が独 自のスタイルで記事を寄せ、後援会で両国

語に翻訳し掲載しました。今年は日中国交回復 40周年の記念の

年です。本後援会も 20周 年を迎えますます充実した交流をして

いきたいと思います。今年度も文通活動に対し財団法人平和中

島財団の助成金をいただき子どもたちの心の交流が実現していま

す。改めて厚く感謝申し上げます。(漣 )

員然一年只有両次牟信往来,但是如果没有日中両国余多

相美人員的大力支持和祢助也元法完成。本期宅友通il■承蒙各

今学校投稿,由后援会翻澤成中日両国語言同吋刊登。今年是

中日邦交正常化 40周年,后援会也将迎来創立 20周年,今后

我↑]将升展更カロ充実的交流活功。本年度的宅友活劫在財困法

人平和中島財囲的費助下,実現了日中両国核子1]心達心的交

流,借此机会表示哀心的感粛 !

中学生のま通始きる ば性ガ軸樋指ル訂
本年度から渋谷教育学園渋谷中学高等学校と啓明学

園中学校の中学生たちが、旅順の第五十五中学と、日

本語、中国語だけでなく英語での文通も開始しました。

英語の手紙には翻訳が不要なので、本後援会が窓□と

なり、学校同主の直接交流も実IEEしそうです。◇

本年度 (2011年 4月 2012年 3月 ),沼谷教育学

園沼谷中等高等学校和層明学国中学校的中学生イ|]升始

与旅順第五十五中学的学生1]通信,使用的悟言不局限

千 日悟和浜悟,甚至直接使用了英悟。英悟通信不需要

翻澤,后援会可以作力衡口単位,実現学校和学生的直

接交流。              ・

L童通述宅友活劫実現相互了


